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低融性リン酸塩ガラスの例として，高分極性 Sn2+イオンを含む亜鉛スズリン酸塩(ZnO–

SnO–P2O5)ガラスがあり，SnOを ZnOで置換すると，光弾性定数(Photoelastic constant : PEC)

を非常に小さくすることができ，正負の符号を含めて PEC を制御できる[1]。これまでに，

3元系 xZnO–(67-x)SnO–33P2O5ガラス(x = 0–40 mol%)に対して，分光学的手法から得られた

短・中距離構造の特徴(リン酸塩ユニット構造，Sn2+，Zn2+イオン酸素配位数)を報告してい

る[2]。本発表では，上記リン酸塩ガラスの機械的特性に対する実測結果と，短距離構造の特

徴から予測した結果，および，既往のデータ[3]を用いてシミュレーションした結果につい

て比較して議論する。 

 

Fig. 1. Young’s modulus (a) and shear modulus and Vickers hardness (b) for observed and calculated values for the 

xZnO–(67–x)SnO–33P2O5 glasses. The open symbols are the predictions from the previous model and the closed 

symbols are the predictions from the present modified model. 
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